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    ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ   小笠原賢治委員長 

    

              

      会長代理 葉山稔洋 

    

 本日は青木会長がご不在とのことで、最初に青木会

長からのメッセージを読み上げさせて頂きます。 

         

 本日は所用により例会を欠席することとなり申し訳

ございません。また石蔵副会長もあいにくご欠席です

ので、本日の会長の時間は、葉山パスト会長にお願い

をいたしました。水害の最中の会長として大変ご苦労

をいただきましたが、その時の話やまた昨今の市内の

復旧計画の話などいろんな話材をお持ちですので、私

の卓話よりも、おそらく皆さんのご興味にかなうお話

をしていただけるものと思います。 

 また本日は、鳥井パスト会長から、次年度の人吉Ｒ

Ｃ奨学基金の対象学生のご紹介をいただくとともに、

せっかくですので、基金のこれまで歩みなどについて

  国 歌  「君が代」           

  Ｒ Ｓ  「我等の生業」 

もお話をいただきます。わざわざ資料もお作りいただ

き心より感謝申し上げます。新しい会員の方は、基金

の設立経緯など知っていただく良い機会になるのでは

と思いますので、しっかり勉強いただければと思いま

す。では、どうぞよろしくお願いいたします。                

 

 皆さんこんにちは。 

 今日は青木会長と石蔵副会長共に不

在で、北エレクトの予行練習にちょう

ど良かったのですが、まだPETSの研修

が３月なので私に会長の時間のおはち

が回って来ました。いつも中川先輩が

ロータリーは、ハイとイエスしかない

と言われますが、喜んでこの場に立たせて頂いており

ます。 

 青木会長からは、今日のお題を頂いておりますの

で、会長の時間というより画像を使って卓話のような

事を早速始めさせて頂きます。 

 

 お題とは、中心市街地の復興の事です。市街地を３

つの杜に分けて進めております。 

 まず青井神社を中心とした古代中世の杜、次に城址

を中心とした中世・近世の杜、そして紺屋、九日町を



中心とした復興未来の杜です。各地区の特性を最大限

に生かしつつ、人吉らしさや賑わいを発信集客の拠点

「３つの杜」の形成と回遊促進を図り連携して、中心

地全体の活性化につながる様な復興まちづくりを計画

しております。 

 その中で国宝青井阿蘇神社の禊橋の修復に2720地区

から頂いたお金を中央RCと共同で寄付をしておりまし

たが、禊橋が昨年おくんち祭りに間に合う様竣工し、

10月2日に硯川元ガバナーにもお出で頂き、青木会長 

と共に渡り初めをした時の写真であります。その後 

初詣で皆さんの目に触れるようにと 宮司にもお気遣

い頂き、年末に記念碑が、完成しました。ご覧いただ

いた方は、いらっしゃいますでしょうか？戸高会員に

デザイン起こしをお願いし、青井神社お抱えの石塔屋

さんが施工され無事に設置が完了しております。 

 
 これは、七日町から新馬場の鉄橋までの中心市街地

東側の再生案です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こちらは、中心市街地西側の再生案です。柿色の部分

は、歴史的な街並みの形成し、文化と交流場を目指し

ております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中でも出町橋、二条橋から札の辻にかけての一面に

ついて話させて頂きます。まず山田川から横西町にか

けては、紺屋町被災市街地土地区画整理事業と言う網

掛けがあり堤防のパラペットの高さで幅６メートルの

避難道路件堤防の強化と説明しております。この区域

を囲む三つの道は、そのままなので堤防道路から横西

町迄約２メートルの高低差を何段化に分けて擦り付け

て行くそうです。又つかもと酒屋から入る道は、４ｍ

で残し公園等を整備してゆく計画だそうです。 

もう一つのお題は、紺屋小町の件です 

 

 

 今日は、青木会長も石蔵副会長も不在な為私に会長

の時間を託されました。 

 特に石蔵副会長のスピードなら例会が終わってから

大分で開催される地区の委員会に出向いても充分間に

合うにも関わらず、たった21回しか出来なかった私

に、会長の時間をプレゼントしてくれました事に対し

お二方に感謝申し上げ終わらせて頂きます。 

 

 

 



        幹事 加登住 亮 

 
 
≪連絡事項≫ 

・地区より、地区新会員オリエンテーション開催の 

 ご案内（回覧） 

 2023.2.24（金）14時～15時30分 ZOOM開催 

・地区より、ロータリーリーダーシップ研究会

（RLI）パートⅡ開催のご案内（回覧） 

 2023.2.25（土）10時～17時30分ホルトホール大分  

 終了後、19時より懇親会 アートホテル大分                         

・ロータリー財団チームニュース3号 （回覧） 

・指宿ＲＣ週報（回覧） 

 

     委員長 平山 修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ゴルフ愛好会】      運営委員会 水野虎彦 

   

   １月９日祝(月) 熊本クラウンゴルフ深田コース 

   青木会長杯 第６戦 優勝 水野虎彦会員 
 
   １月ワンオンチャレンジは 3,900円でした。 

   人吉RC奨学基金へ寄付いたします。 

 

 

 

【雑誌委員会】  

  

   ロータリーの友１月号紹介  

                   

         委員長 上村祐一 

 

 

 

１月号 記事を紹介します。 

＜横組み＞ 

・ｐ２～ 

１月号で「ロータリーの友」は70周年を迎えるロゴか

ら記事が始まる。日本において地区が二分されるた

め、情報共有を目的に3,300部で創刊、現在は８万９

千部まで増えています。 

・ｐ５にジョーンズＲＩ会長が「ロータリーの友」を

持った写真があります。創刊号と思って、バックナン

バーを調べてみました（※ 調べ方下記）ら、違いま

した！何故？表紙は葛飾北斎の赤富士、葛飾北斎はア

メリカの雑誌『ライフ』が「この千年で最も重要な功

績を残した世界の人物百人」で、日本人として唯一ラ

ンクインしたことなどを見ても、アメリカでの知名度

が高く、個人的に合点がいった次第です。 

 

   ※＜バックナンバーの検索方法＞ 

   ・人吉ＲＣのホームページＴＯＰ画面右上 

    「リンク」クリック ＞ 

   ・右上「ロータリージャパン」クリック ＞ 

   ・左「友」電子版アーカイブ」クリック ＞ 

   人吉ＲＣ専用のIDとパスワードを入力します 

        ID：2720－00217 

        PW：00217－232     

＜縦組み＞ 

・ｐ４～ 

「人間とＡＩが強制する職業の近未来のカタチ」         

             （  ）は上村注釈 

ＡＩとは何か、人間の脅威となりうるものか？ま

た、将来はどこに向かのか、テクノロジーと仕事の

在り方という視点で見ると「自動化」「この時代」

「メタバース」「DEI」（ダイバーシティ、エクイ

ティ&インクルージョン：多様性の尊重、公平性、

帰属性ｏｒ包摂）というキーワードになる。ＡＩに

ついてはデータを学習して判断を下すケースが出て

くるが、データに偏り：バイアスがあると判断にも

偏りが出るということになり（人種差別等）これら

を念頭に「人」という存在を主体にして道具として

活かしていけるかどうか、「人」が試されている時

代と言える。 

・ｐ９～「この人訪ねて」 

本編は一昔前では考えられなかったサクセスストー

リーです。ｐ１２に親子３代の写真がありますが、 

①中央、綱紀さんが書き留められた文字をスキャン

等を利用し電子フォント（パソコン文字）として発

売した②インターネット上でフォント投稿連続1位

を受賞した③大ヒットアニメ「鬼滅の刃」「ゲーム

三國・無双」に採用された。①②についてはデジタ

ル時代でなければ考えられません。③についても九

州の片隅という地理的不利を考慮すると、昔では選

ぶ人の目にも留まらないと考えると同じくです。社

会のお役にたつ（奉仕）という意味でも、デジタル

の中にそのヒントがあると思った次第です。 

     

 

【次年度ＳＡＡ発表】 

            会長エレクト 北昌二郎 

  次年度ＳＡＡ委員長は岡本明徳会員にお願いしま

した。２年続けてでございますが宜しくお願いしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   次年度ＳＡＡ委員長  岡本明徳会員 

 

 

 

 

 

現 会 員 数   48名 出席免除会員数 1名 

出席義務会員数 47名  

欠 席 者 数 14名 
 

出 席 者 数 33名 

免除会員出席数 0名 ZOOM(3) 会場(30) 



【人吉ＲＣ奨学基金委員会】    委員 鳥井正徳 

 

  人吉ロータリークラブ奨学基金委員会 ＜経過報告＞ 

 

 国会で岸田総理大臣は、給付型奨学

金の拡充を声を大にして答弁していま

した。今や給付型奨学金は国会を巻き

込んだ日本の大きな課題になっている

ように思います。人吉市もその方向で

進められているようです。 

 その給付型奨学金をスタートさせた人吉ＲＣは、来

年は１０年目を迎えます。 

 本日は、それに至る経過報告及び令和5年度の奨学生

候補について、ご説明申し上げたいと思います。 

 

◎まず、この委員会の基本を定めた「人吉ＲＣ奨学金

の制度要項と規則」について、プリントに沿って要点

を申し上げます。 
 
・設立趣旨 

 厳しい家庭環境にも負けず、一生懸命に頑張ってい 

 る高校生の夢と希望の実現のため寄与すべく この制 

 度を設立する。 

・支給額 

 一人月額１万円とする。返還する必要はない。 

・選考基準 

 人物、成績とも優れた学生で、母子家庭や病気や不 

 慮の災害などによる家計困難のため学資の負担が困 

 難な家庭の学生 

・申請方法  

 申請書と本人の作文を学校長に提出する。 

 作文は「私の将来の夢」とする。 

・推薦.選考  

 学校長による推薦を受け、理事会で選考する。 

・基金の確保  

  ・友愛基金より500万円を繰り入れる。 

  ・特別会計、100万ドル食事より各10万円  

  ・会員拠出金 年間2,000円 

  ・特別寄付 

・今後の運営  

 人吉ＲＣの長期継続として「奨学特別委員会」を 

 設置し管理運営に当たる。 

 

◎これまでの経過 
 
・令和４年度までの奨学生 

 人吉高校生 36名、球磨工業高校生 20名 

 合計58名（10年目を迎える来年度は66名） 

・支給方法 各月１万円を、各人の口座に振り込む。 

・資金の確保について 

 制度要項、規約による資金の確保に努めているが、 

 会員の絶大な御協力により、基金の取りくずしはな 

 い。特に会員の特別寄付は多額で、これまで200万円 

 を越える。又、ゴルフ愛好会によるチャリティーも 

 年間３万円強で10年間で30万円を越える見込みであ 

 る。 

・人吉ＲＣ奨学委員会の活動を人吉ＲＣの大きな看板 

 の１つとして継続していくために、委員会一覧の位 

 置を独自の取り組みとして位置付け、直前会長を委 

 員長にお願いすることに決定した。 

 委員会の年間計画及び奨学生の作文の抜粋について

はプリントをご覧下さい。 

令和５年度（第９回）奨学生候補の紹介 

 

球磨工業から３名、人吉高校から５名の推薦があり、

２月の理事会で決定の予定である。 

  ○令和２年の豪雨災害で被災した２名を含め８名殆 

  んどが母子家庭の生徒で、経済的にも学習環境も 

  厳しい家庭の生徒であるが、８人に言えることは 

  校長からの推薦によると 

 ・基本的な生活習慣が身についており、明るく交友 

  関係も良好である。 

 ・その厳しい環境に拘らず、学習に真剣に取り組み 

  成績も上位である。 

 ・将来の夢をしっかり持っており、そのための勉強 

  や資格等の習得を目指して取り組んでいる。 

 ・校長の報告は、本人の作文からも十分に感じられ 

  る。 

 生徒の夢の実現に向けて、会員上げて応援したい。

ご協力をよろしくお願い致します。 

 

 

【寄付カード】 

〈ニコニコ箱委員会〉 

・葉山会員 22回目の会長の時間を頂き感謝申し上げ 

 ニコニコします。              

・平山会員 今日は会長代理お疲れ様でした。葉山会 

 員ありがとうございました。         

 

〈人吉RC奨学基金委員会〉 

・加登住幹事 鳥井先生、奨学基金についてわかりや 

 すく教えて頂きありがとうございました。   

 

         点 鐘   葉山稔洋パスト会長   

 


